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Chemical Plug Shield Method

大深度・高水圧砂礫層を泥土圧で克服します

地下水圧

止水プラグ

1.大深度の高水圧砂礫地盤を土圧式で掘進します。

2.地質や地下水の条件に柔軟に対応できます。

3.良質な残土に改良します。

4.環境に優しい安全な材料を使用します。

添加材とともに主剤をチャンバー内で掘削土砂に混合し、

更に助剤をスクリューコンベヤ内で注入して改良土砂による

止水プラグを形成します。これにより、高水圧が作用する帯

水砂礫地盤においても、切羽圧力を保持しながら噴発による

切羽の崩壊や地盤変状を防止して、安全・確実に掘進を行い

ます。

施工システム及び薬剤の効果

■主剤（ＣＰ－Ｍ）

植物性天然物を主成分とする

粉末

■助剤（ＣＰ－Ｓ）

液体

神戸市地下鉄シールド工事 ▲

スクリューコンベヤから排出

される掘削土砂の状況

シールド径：φ5.44m

土 被 り　  ：14.0～30.7ｍ

掘進延長：1,547ｍ

最大水圧：0.30MPa
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　CP-Mが混ざった掘削土砂は、スクリューコンベヤ内で

CP-Sと混合・撹拌されて急速に良質土に改良され、高水

圧に対抗する止水プラグとなります。

　添加材プラントに主剤（CP-M）を混合する設備を、スクリューコ

ンベヤに助剤（CP-S）を注入する設備を設置します。

※CP‐Sプラントは、立坑外の基地に
　設ける場合もあります。

ベントナイト
粘土・水

（添加材プラント）

ケミカルプラグ主剤
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（CP－Mプラント）

（CP－Sプラント）

撹拌槽

ＣＰ－Ｓ助剤ポンプ

シールド機

ケミカルプラグ助剤
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掘削添加材
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止水プラグ
流動性を消失した
良質土

流動性の高い
掘削土砂

ミキシングチャンバ
掘削土砂に添加材と

ＣＰ－Mの混合

スクリューコンベヤ 排出された
良質土
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薬剤添加前のスランプ試験
（スランプ値25cm）

薬剤を残土1.0ｍ3に1.0kg添加し撹拌
後のスランプ試験（スランプ値1cm）

の威力CP－M CP－S

軟弱性泥土改良試験

1.0MPaまでの高水圧を確実に保持し、噴発や切羽崩壊

を防止しながら安全に掘進します。

薬剤添加量の調整、あるいは通常の泥土圧シールドへ

の変更などを容易に行えます。

掘削残土は流動性を消失した良質土に改良され、一般

残土として搬出することも可能です。

使用する薬剤は、主剤・助剤ともに人体、動植物に対し

て安全で、改良土砂は中性域になります。

地山 掘削土砂 泥土 泥土圧 掘進管理

カッタ

練混ぜ

シールドジャッキ推力
作泥土材

スクリューコンベア

土圧計

1. 広範囲の土質に適応性があります。

砂層、砂礫層、シルト粘土層、シラス層およびこれらの互

層に対しても作泥土材を用いることにより、塑性流動性と

不透水性を有する泥土に変換できるので多種多様な土質に

広く適用できます。

2. 沈下を最小限に抑えられます。

切羽は泥土によって保持するため地山の変化はほとんど

なく、地表面の沈下を最小限に抑えることができます。　　

　　　　　　　　　

3. 同時裏込注入が可能です。

シールド外周部および作泥土室内は泥土で止水されてい

るため裏込注入材の切羽への回り込みがなく、確実な同時

裏込注入が可能です。

4. 大深度・高水圧下にも適応できます。　

最大水圧0.7MPaを作用させた掘進実験により、高水圧下

での掘進性能を確認しており、深度50m以上の大深度地下に

も適応できます。　　　　

　泥土加圧シールド工法は、地山の変化を最小限に抑えるた

めに、以下の3要素に基づいて泥土圧を管理して掘進します。

1. 泥土に変換します。

カッタで切削した土砂に作泥土材を注入し、それを練り

混ぜ翼で強力に練り混ぜて、塑性流動性と不透水性を持つ

泥土に変換します。

2. 泥土により切羽の安定を図ります。

泥土を作泥土室とスクリューコンベア内に充満させ、シ

ールドジャッキの推力により泥土圧を発生させ、この圧力

で地下水圧と土圧に対抗し切羽の安定を図ります。

3. 泥土圧により掘進管理します。

隔壁に取り付けた土圧計により泥土圧を常時測定し、圧

力が「泥土圧＝土圧（静止土圧）＋水圧」となるように掘進

速度とスクリューコンベアの回転速度を制御することに

より、掘進を管理します。

東京電力京浜潮田線管路工事▲

（シールド径：φ5.03m） 

東京都太田幹線その2工事▲

（シールド径：φ8.21m）

首都高速中央環状新宿線（外回り） 

トンネル工事▲

                  （シールド外径：φ12.02m）

施工実績

施工実績
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